
A Thousand of Flowers for Bees

"Letter from Honeybees" はわたしたち
「みつばち百花」から、ミツバチと花と⼈を
つなぐ情報をお届けするニューズレター、
今号は映画「みつばちの⼤地」特集です。

みつばち百花事務局から
みつばち百花では、ミツバチをテ

ーマに、ご要望に応じて楽しみなが
ら⾃然科学を学び、体感できるセミ
ナーや講座などをプロデュースして
います。

ミツバチの⽣態のわかりやすい講
話、楽しいキャンドルづくり、ハチ
ミツのテイスティング「ワインのよ
うにハチミツを楽しもう」、ミツバチ
と花の関係を知る「ハニーウォーク」
などを⾏っています。また、国⽴市
⾕保で展開中の「くにたち蜜源ガー
デン」の活動にも、ぜひご参加下さい。

お問い合わせ、ご希望は、事務局
あてにどうぞ。

NPO 法⼈ みつばち百花 ニューズレター
 ミツバチと花と⼈をつなぐ Letter from Honeybees
   ミツバチからの⼿紙  Vol.5  （2014 年 5 ⽉）

　お問い合わせは
 メールアドレス  info@bee-happy.jp
 ファックス     0422-26-5071

5 ⽉ 31 ⽇から東京、岩波ホー
ルを⽪切りに公開される、ミツ
バチを主題としたドキュメンタ
リー映画「みつばちの⼤地（原題︓
More than Honey）」を、私たち、
みつばち百花も応援しています。

地球を 4 周、完成まで 5 年
イムホーフ監督の祖⽗は養蜂

家、娘婿はオーストラリアのミ
ツバチ研究者。ミツバチへの強
い関⼼から、昨今のミツバチの
⼤量死や減少を検証するため、
地球を 4 周して取材を⾏ない、
実に 5 年の歳⽉をかけて完成さ
せたのが、本作品です。

取材地は、地元のミツバチを
使う養蜂と、扱いやすい外来の
ミツバチを使う養蜂に分かれる
スイス、以前は家族同様だった
ミツバチを、効率最優先の産業
資材として扱うようになった養
蜂家と、⼀⽅で、ダニへの耐性
を持つアフリカの⾎を受け継い
だ、より野⽣に近いミツバチに期待する養蜂家のいる
アメリカ、⼥王蜂を作って世界各地へ輸出するオース
トリア、ミツバチの能⼒について先端的な研究を⾏っ
ているドイツ、農薬でミツバチが死に絶えたので、リ
ンゴの受粉を⼈⼿で⾏っている中国、⼈⼿を離れ、荒
野で⾃⽴する原種に近いミツバチに未来を託す研究者
のいるオーストラリアとなっています。

ロケ映像の合間に挿⼊される、ミツバチのクローズ
アップ映像は、CG を使わず、特殊な機材や撮影⽅法を
駆使したもの。交尾のシーンなどは⾒応え充分です。

幸福なミツバチが減っている
ミツバチが抱える問題の、直接

的な原因となる、ダニや病気、そ
れを防ぐための薬漬け状態、農薬
散布、効率優先で「モノ」として
扱われるミツバチなど、不幸な局
⾯を描ききったこの映画が伝える
メッセージは、⼈間の⽂明が、ミ
ツバチの野⽣を奪ったことが、す
べての背景要因だということ。

メディアがよく書く「ミツバチ
が減っている」のは事実に反する
ようですが、この映画を⾒れば「幸
福な」ミツバチが減っていること
は実感として伝わります。全体を
通じて、ミツバチを必要としてい
るくせに、あくまで⼈間の都合に
合わせて考え、扱う⼈々への批判
に共感することでしょう。

ミツバチの「⼤地」の危機
しかし、みつばち百花の視点か

らは、この映画にも、もうひとつ
何かが抜け落ちている印象です。

ミツバチには、巣の周囲、半径約 2 km ほどの⼟地に、
それぞれの季節に咲く花が不可⽋。現状で、花は、充
分に咲いているでしょうか。多様な花に彩られている
はずの「みつばちの⼤地」は、ミツバチが想定してい
る豊かな⼤地ではなく、病んで、傷んでいるようです。

同じ⼟地に住んでいる私たちが、不幸なミツバチに
同情しながらも、私たちの暮らしにもおよびつつある
危機を看過しているのではないかと、そんなことにも
気づかせてくれる映画です。皆さんも、ぜひご覧にな
って、「⽣命のつながり」をいっしょに考えませんか︖

Vol.5  2014

http://bee-happy.jp/

 NPO法人 みつばち百花の活動
LETTER
FROM

HONEYBEES

あなたの庭に、畑に、里山に
みつばちは来ていますか？

映画「みつばちの⼤地」

蜜源 ･花粉源植物データベース、 公開中︕

前号で紹介した「ミツバチ来て
たよ、⼤調査」は、今年も継続中
です。あなたもぜひ参加してみま
せんか︖ 

みつばち百花 web サイトのト
ップページの「巣」( 右図 ) の中
から「ミツバチ来てたよ、⼤調査」
の六⾓形をクリックして下さい。
詳しい調査の参加⽅法や閲覧⽅法
のマニュアルをダウンロードして

いただけます。クローズアップ
撮影ができなくても、GPS 付き
のカメラでなくても⼤丈夫。花
とミツバチの種類がわかる画像
であって、おおよその撮影地が
特定できれば問題ありません。

なお、この調査は、マルハナ
バチ国勢調査研究グループによ
る「マルハナバチ国勢調査」と
提携しています。

「ミツバチ来てたよ、⼤調査」に参加しませんか

⽔⽥での農薬被害は畦の花が原因︖
ネオニコチノイド系農薬を、カ

メムシ防除の⽬的で散布する⽔
⽥周辺では、以前からミツバチ
の農薬被害が報告されています。
⻑期的な影響はないとの研究報
告もありますが、やはり散布直
後には巣⾨前に死体が積み重な
ります。

ミツバチは、夏の暑い時期には
巣の冷却のために⽔⽥の⽔を集
め、イネの花が咲けば花粉を集
めに⽔⽥に⼊ります。ところが、
実際にミツバチが⼤量に死ぬの
は、イネの開花よりも後のこと。

⽔⽥の畦や周辺の農道脇には

さまざまな花が咲いています。
イネへの農薬散布で、こうした
花も汚染されます。もとより限
られた蜜源・花粉源しかない⽔
⽥地帯では、汚染されていても
訪花してしまい、薬剤の影響を
受けやすくなるようです。

耕作地がモノカルチャーだか
らと、農地の周囲に多様な花を
植えるよりも、ある程度離れて
いて、まとまった広さのある耕
作放棄地での植栽を選択した⽅
がよいでしょう。とにかく、ミ
ツバチと農薬との接点をどう減
らすかがポイントになります。

種⼦や苗の⼊⼿が容易な草花を中
⼼に、蜜源・花粉源として利⽤でき
る植物について、現在、約 300 種の
情報を収録・公開しています。植え
つけ時期、開花時期、ガーデンでの
ミツバチの訪花状況なども記載して
います。

くにたち蜜源ガーデンでは、さま
ざまな植物を植え、ミツバチの訪花
を検証し、利⽤性を確認した上で、
データベースに追加し、またブログ
でも情報を発信しています。

ぜひ、ご覧ください。

花を増やそう︕ 蜜源・花粉源データベース
◎蜜源・花粉源植物データベース http://db.bee-happy.jp/
花とミツバチの楽しい情報も満載しています。
◎みつばち百花ブログ http://bee-happy.seesaa.net/
◎⽇々の花とミツバチ情報 https://www.facebook.com/beehappy100

監督・脚本︓マークス・イムホーフ / 編集︓
アンネ・ファビーニ / 撮影︓ヨーク・イェシェ
ル、アッティラ・ボア
2012 年ドイツ、オーストリア、スイス合
作作品（91 分）
国内配給︓株式会社 シグロ（2014）

イネは 1 ⽇限りの花粉源、蜜源にも花粉源にもな
るホワイトクローバーは、花期が⻑く、農薬の散
布後にミツバチが利⽤することで、ミツバチと農
薬との接点になっている可能性があります。

ラムズイヤー



レンゲ（紫雲英、マメ科 Astragalus sinicus）
⽇本でハチミツといえば「レンゲ」というほどの

⼈気蜜源ですが、実は近年、レンゲハチミツの⽣産
量は減ってきています。

レンゲの作付⾯積は、1970 年の 8 万 ha から
2010 年には 1 万 ha にまで減少しました。さらに
1980 年代に⽇本に侵⼊したアルファルファタコゾ
ウムシによる⾷害が拡⼤し、また、⽔⽥での栽培で
は、開花前に緑肥として鋤き込まれてしまうなど、
ミツバチがレンゲの花に出会う機会は、どんどんな
くなってきています。    ※標準和名は「ゲンゲ」

①ミツバチは減っている︖
さまざまなメディア上で、「ミツバチの減少」という

表現が使われています。統計上の数値で⽰されるのは⼈
間が飼っているミツバチで、それぞれの地域の養蜂産業
の盛衰に合わせて増減します。農産物の輸⼊に頼る先進
国では減少傾向でも、途上国では増加中で、全世界的に
はやはり増えています。⽇本でも、国産ハチミツへの関
⼼が⾼まったここ 10 年ほどは微増傾向です。

ハチミツ⽣産だけではなく、農作物の受粉にも必要な
ミツバチ。メディアが指摘するような⼤きな減少があれ
ば、私たちの⾷糧問題にも影響が現れ、具体的な対策が
講じられてきたことでしょう。

この表現は、より正しくは、「幸福なミツバチが減少
している」とするべきでしょう。

②農薬がすべての元凶︖
⽇本では、ミツバチは農地の周辺の花を利⽤していて、

散布された農薬に暴露する「事故」も多数発⽣していま
す。しかし、養蜂家の努⼒もあって、農作物の受粉やハ
チミツ⽣産に必要なミツバチの需要はかろうじて満たさ
れている現状です。

野⽣のニホンミツバチへの農薬の影響はわかっていま
せんが、昆⾍全般の減少を考えると、影響は無視できな
いと考えるのが妥当でしょう。

農薬は、農作物の⽣産量や質を担保するためには不可
⽋です。害⾍防除のために農薬を散布した場所にミツバ
チが⾏かないよう、蜜源・花粉源となる花を休耕地や耕
作放棄地を利⽤して増やし、両者の接点を断てば、事故
を未然に防ぎ、影響を最⼩限に抑えることができます。

③ミツバチは環境指標⽣物︖
ミツバチが「環境指標⽣物」で、それを飼えるのだから、

都会であれどこであれ、ミツバチにとっても、⼈にとっ
てもよい環境だと発信している⼈たちがいます。

そもそも環境指標は、環境の変化に対する適応範囲が
狭い⽣物を⽤いて、環境のわずかな悪化への反応から、
環境の動きをとらえようというものです。

ミツバチは、巣に⾷糧を貯え、巣内の環境を⾃ら維持
し、寿命の短い成⾍を次々と⼊れ替え、環境のさまざま
な変化に耐性が⾼く、環境指標性に乏しい⽣物です。

さらに、⼈がミツバチを飼っているということは、⽤
意された巣箱に住み、条件が悪ければ餌をもらい、害敵
からも守られます。それでは評価したい環境にミツバチ
が露出しているとすらいえないのです。

④ニホンミツバチは病気に強い︖
ニホンミツバチを飼う⼈が増え、ニホンミツバチでの

病気発⽣もしばしば報告されるようになりました。これ
まで、実はセイヨウミツバチに較べて病気に罹りにくい、
あるいは耐性があるとされてきました。これは家畜種と
して飼われているセイヨウミツバチに較べ、野⽣種であ
るニホンミツバチでは異常を感知しにくいという事情に
よっていたものでしょう。

同じ場所で、同⺟系のニホンミツバチを殖やすことで、
近親交配が進み遺伝的な劣化が起きたり、あるいは巣箱
ごと移動することで、病原の⼈為的な拡散・蔓延も進ん
できたと考えられます。

ニホンミツバチが病気に強いという誤解がなければ、
早い時期に対策を講じることもできたかも知れません。

ミツバチは、私たちにとって⾝近な⽣き物ですが、それだけに不確かな
情報や明らかに間違った⾔説が流布しています。インパクトのある流⾔は
メディアが取り上げて、拡散されがちなので、私たちの関⼼もそこに吸い
寄せられていき、「知識」として次第に定着していきます。

ミツバチに関⼼を持つのであれば、こうした誤解を解いておきましょう。

誤解だらけのミツバチ情報誤解だらけのミツバチ情報


